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個別項⽬ 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降 成果⽬標

エッジ向けコン
ピューティン
グ・デバイス

情報処理に係
る消費電⼒性
能を従来⽐10
倍以上に向上
させる⾰新的
AIチップ技術
の確⽴
（2022年度）

⾰新的AIチップに係る要素技術の開発

システムレベルでの技術開発

２. AI Core – Device and Architecture for AI

個別項⽬ 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降 成果⽬標

次世代型コン
ピューティン
グ・デバイス

量⼦コン
ピュータ等、
情報処理に係
る消費電⼒性
能を従来⽐
100倍以上に
向上させる技
術の確⽴
（2027年度）

中
間
評
価

次世代コンピューティング
（量⼦コンピュータ等）に係る要素技術の開発

中
間
評
価

要素技術の開発

システム
レベルでの
技術開発

再
公
募
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３．AI Core – Trusted Quality AI

個別項⽬ 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降 成果⽬標

ＡＩからのア
ウトプットの
品質保証

・産業界に訴
求するガイド
ラインの策定
・⺠間企業に
開かれたてAI
品質評価テス
トベッドの構
築・運⽤
（2024年度）

個別項⽬ 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降 成果⽬標

説明できるＡ
Ｉ技術

AIの⾼度な説
明性を実現し
た要素技術を
とりこんだ、
複数のAIシス
テムの開発に
着⼿
（2025年度）

深層学習のホワイト
ボックス化など

有望要素技術の探索

学習・推論結果の説明、可視化を可能にする
基盤的技術の研究開発 本格研究

機械学習品質マネジメントガイドライ
ンの策定

品質評価や管理を容易にするテストベットの構築・
品質評価技術の開発

品質⽬標の決定⼿法の提⽰・
応⽤分野毎の評価⼿順の検証
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個別項⽬ 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降 成果⽬標

最新の機械学
習技術やそれ
を補完する技
術を実世界の
課題や⽇本の
強みである分
野に適応し、
融合的な研究
開発を推進

ＡＩ技術の実
フィールでの実証
を完了し、有効性
を検証。
複数の応⽤分野で
ＡＩ技術導⼊期間
を1/10に短縮し、
⼈の判断を⽀援す
るＡＩ技術により
特定の⾏程の⽣産
性を３０％向上
（2023年度）

４．AI Core – System Components of AI

4‐2. 実世界適⽤AI

個別項⽬ 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降 成果⽬標

基礎から実装
まで⼀貫して
取り組むべき
重点分野にお
ける産学官連
携による研究
開発

「⽣産性」・「健
康・医療・介護」、
「空間の移動」の
３分野において実
フィールドでの実
証を完了し、技術
の有効性を検証
（2023年度）

先導研究
・技術的検証・本格
研究・実フィールド
での実証を⾏う為の
体制整備

本格研究
・実フィールドでの実証・技術有効性の判断

本格研究
・実フィールドでの実証

ＡＩ技術の社会実装に向けた研究開発・実証
先導研究
・重点分野における技術的検証・体制整備

本格研究
・複数分野での効果検証

ＡＩ技術の適応領域を広げる研究開発
先導研究
・ＡＩ技術の導⼊加速化技術開発
・仮説⽣成⽀援・作業判断⽀援を⾏うＡＩ技術開発
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4‐3. ⼈間共⽣型ＡＩ

個別項⽬ 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度以降 成果⽬標

・⼈と共進化
するAI
・AIのヒュー
マンインター
フェイス

・⼈間と協調
できるＡＩ要
素技術を活⽤
した、複数の
AIシステムの
開発に着⼿
(2025年度)

有望要素技術の探索
先導研究

要素技術の技術的検証
・⼈間とAIが対話等を通じて相互に学習し、
⼈と協調できるAIを実現するための基盤的研究開発

・AIを容易に構築・導⼊を実現する汎⽤学習済モデル
の効率的構築のための基盤的研究開発

本格研究

・実世界適応
に向けた
応⽤開発・
検証


